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１．研究計画の概要 

 地球上でこれまでに起きた生物の大量絶
滅の中でも特に規模が大きかった 2 つの事
件について、原因およびプロセスの解明を試
みる。そのために、日本、欧州、中国など世
界の数カ所の重要な地域において、絶滅境界
を挟んだ地層試料を連続採取するため、野外
地質調査に加えてボーリング掘削を行い、得
られた岩石について堆積相や化石年代を探
るともに化学分析を行う。 

 

２．研究の進捗状況 

 これまで 3 年間に、合計 18 会の野外調査
を行い、そのうち 5 地域で 12 本のボーリン
グコアを採取した。その結果、 

(1) 日本で最初に発券された、中期ペルム紀
における上村事件と呼ばれる現象が当時
の地球の反対側に位置するクロアチアに
おいても確認した。(Isozaki et al., 2011) 

(2) 生命の絶滅の原因として、地磁気強度の
減少と宇宙放射線流入を起因とする寒冷
化がおきたという増強版「プルームの冬」
仮説を提唱した。(Isozaki, 2009a,b) 

(3) 原生代末とカンブリア紀の深海底が、メ
スバウアー分析により酸化的環境にあっ
たことを示した。(佐藤ほか, 2009) 

などを発表した。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。  

 野外調査、室内での分析ともに計画通りに
行い、その結果をこれまで 24 編の論文とし
て発表した。内容に関する国際的反響も大き
く、おおむね予定通りに進んでいると自己判
断している。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 野外調査に関しては中国、欧州において追
加試料の採取を行う。既に採取した大量の試
料については順次化学分析、特に同位体分析
を進める。得られた成果は国際学術誌への投
稿、国内外の学会での発表を予定している。
さらに、最終年度にはすべての成果をまとめ
るため、関係した研究者を集めた研究集会を
予定している。 
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